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{改良材ノ 1 活性液 1
キクノールとキトサンで

述作障轡を克膿する!!
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天候に左右されない土づくりと

病害虫に負けない樹づくりで
糖度・旨み・日持ちUP!!
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(強度・透明性)が高まりました。
当社従来品1ダイヤスター)比

●良好な透明性を保持します。
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@新配合技術によりスッキリした

透明感が向上しました。

当社従来品(ダイヤスター)比
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@散乱光となりハウス全体に

光がゆきわたります。

@展張作業性に優れています。
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●耐硫黄性は美サンランダイヤスターと同じてす。
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@無滴効果が持続します
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1、「マイナビ農業」にアクセズ
スーバーダイヤスターマイナピ農業
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慮業資材の悩根が満載。

当社ホームページにおこしください。 httpSゾ/VVVVVV,mc・a昌ri.CO.jp
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東
尿
農
美
学
の
黛
逸
男
名
誉
教
授
室
国
士
の
会
会
長
が
開
発
し

た
生
ご
み
悶
化
シ
ス
テ
ム
「
み
ど
り
く
ん
」
の
プ
ラ
ン
ト
が
、
今
年
3
月

に
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
か
ら
埼
玉
県
の
大
村
商
事
欄
に
移
設
さ
れ
る
と
と

も
に
、
 
U
月
に
は
日
本
初
と
な
る
蚕
国
峩
さ
加
工
悶
」
と
し
て
悶
登

録
さ
れ
た
。
プ
ラ
ン
ト
諾
の
深
並
ぴ
に
悶
登
録
を
記
念
し
て
姶
月
1

日
に
オ
ー
プ
子
ノ
グ
セ
レ
モ
〒
が
同
社
朝
1
に
て
鴇
さ
れ
た
。

苦
節
加
年
、
つ
い
に
肥
料
登
録

プ
ラ
ン
ト
を
大
村
商
事
に
移
設

孫
魯
焚
は
生
ご

み
を
再
嘉
化
す
る
「
地

腎
物
質
循
繹
会
を
構

築
す
る
実
践
的
研
き

1
9
9
4
年
(
平
成
6
年
)

か
ら
始
め
生
ご
み
り
サ

イ
ク
ル
に
は
堆
肥
化
で
は

な
く
製
化
が
合
理
的
と

の
讐
か
ら
2
0
0
2
年

(
平
成
N
年
)
に
「
み
ど

り
く
ん
」
生
ご
み
賑
化

プ
ラ
ン
ト
を
開
発
し
た
。

東
宗
農
美
当
玉
輿
合
キ

ヤ
ン
パ
ス
の
り
サ
イ
ク
ル

研
究
セ
ン
タ
ー
内
飯
置

し
て
研
を
始
地
大
学

内
の
嘉
昊
世
田
谷
区
や

川
崎
禹
の
学
蒋
雀
、
が
誰
疋
さ
れ
て
製
登
録

あ
る
い
は
誕
の
ス
ー
パ
に
至
っ
た
。

ー
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト

催

ラ
ン
な
ど
か
ら
生
ご
み
を

グ
開

回
収
し
て
1
田
約
期
蚫
の

日
ン
を

悶
を
製
造
し
た
。

二
一

そ
れ
を
大
学
周
辺
の
農
 
1

二

家
が
使
用
し
て
誕
を
作
月2

り
、
庭
先
販
売
や
学
籍

一
モ

1

食
の
食
材
と
し
て
活
用
さ

オ
レ

れ
る
こ
と
で
、
都
会
の
中

セ

だ
け
で
生
ご
み
り
サ
イ
ク

ル
を
完
結
す
る
シ
ス
テ
ム

そ
し
て
昨
年
か
ら
世
田

谷
キ
ャ
ン
。
ハ
ス
で
橘
し

を
峯
し
た
。
 
2
0
1
9

て
い
る
プ
ラ
ン
ト
を
引
き

年
(
令
昶
兀
包
に
は
蔀

継
い
で
く
れ
る
会
社
を
選

会
完
菊
重
ご
み
り
サ
イ

゛

定
し
て
い
た
。
そ

ク
ル
シ
ス
テ
ム
(
み
ど
り

大
村
商
事
樹
矢
N
占

く
ん
)
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」

社
長
・
志
帋
工
禽
2

と
し
て
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン

1
W
1
即
)
が
、

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

二

業
の
中
で
約
即
年
間
に
わ

「
み
ど
り
く
ん
」
の
技

た
り
埼
玉
晶
部
の
学
校

術
的
な
開
発
は
比
較
的
容

警
生
ご
み
を
堆
鬼
し

易
だ
っ
た
が
二
番
の
壁

に
な
っ
た
の
が
製
取
締

法
と
廃
棄
物
の
処
理
お
よ

び
縛
に
関
す
る
法
律
だ

つ
た
と
孫
名
護
授
は
対
す
る
誠
意
あ
る
取
り
担

い
っ
て
い
る
。
と
く
に
肥
み
に
強
い
感
銘
を
受
け
て
、

料
登
録
に
関
し
て
は
長
年
同
社
が
決
定
さ
共
今
年

農
沓
に
働
き
か
け
て
仮
3
昆
1
翁
霞

登
録
ま
で
は
な
さ
れ
て
い
市
上
内
間
木
7
1
3
1

た
が
、
 
2
0
1
8
年
(
平
 
8
)
に
プ
ラ
ン
ト
が
移
設

成
釦
包
に
製
公
定
規
さ
れ
た
。

格
改
正
の
た
め
の
申
し
出
大
村
商
事
は
志
甫
と

を
行
い
、
研
究
開
始
か
ら
朝
一
需
の
{
孟
ご
み
収
集

一
島
部
气
っ
い
に
新
規
耒
磊
の
ほ
之
粗
大
ご
み

格
「
食
口
鶚
さ
加
工
職
」
・
璽
系
ご
み
・
産
養
一

移
設
さ
れ
た
プ
ラ
ン
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前
に
て
記
念
撮
影
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松
月
1
日
紀
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

中
央
が
後
藤
逸
男
氏
左
端
が
大
村
相
哲
社
長

シ

たしまし現実を張辰続連年

ー
,
 
8

人
"
 
N
 
气
゛
,

、
 
5
 
,
 
1
N
 
、

」
、

月透2

務
の
処
理
誇
定
等
じ
ゅ
ん
か
ん
チ
ャ
レ
三
な
っ
た
こ
と
で
、
よ
り
機

桜
丘
推
進
協
焚
=
・
大
江
一
勢
を
高
め
て
い
き
た
い

气
「
赤
と
ん
ぽ
が
棲
め
る

亮
一
氏
全
国
土
の
会
硲
と
い
っ
て
い
る
。

き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
盤

玉
士
の
会
)
・
鴛
氏
姦
先
は
九
總
貫
自

巨
多
数
の
傑
者
を
超
等
L
広
川
イ
ン
タ
ー
よ

密
着
の
会
社
と
し
て
多
く

の
璽
を
行
っ
て
い
る
。

い
て
開
催
さ
れ
た
。
大
村
一
り
約
2
キ
0
の
智
。
電
話

松
月
1
日
に
W
所

社
長
は
「
黛
先
生
が
研
と
F
A
X
も
変
更
に
な
っ

究
さ
れ
て
き
た
み
ど
り
く
て
い
る
の
で
注
意
さ
れ
た

に
お
い
て
オ
ー
プ
子
ノ
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ん
の
プ
ラ
ン
ト
が
当
社
で
い
。

〒
8
3
0
1
0
0
6

た
。
開
発
者
の
孫
名
誉
稼
働
さ
れ
る
こ
と
を
誇
り
イ

福
岡
県
久
留
帋
荒

教
授
岬
者
の
ア
ン
ナ

己酉

J
 
、

、
見
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ハ
゛
史
~
、
J
、
J

ー
ミ
j
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、

ー
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ゞ
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J
ぐ
U
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、
/
J
 
ゴ
)
、
、
、
、
>

三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ア
グ
リ

ド
リ
ー
ム
樹
九
州
支
店
が

Ⅱ
月
1
日
に
炉
濁
県
久
留

帋
に
姦
し
た
。
部
品

や
資
材
の
運
送
を
行
う
三

油
物
江
に
隣
接
し
て
お

り
、
璽
冗
物
染
一
体
と

0

侭M

趣
N
J
、

し
王
ノ

な
ど
)
、
貸
の
仕
事
に
^
一
泌
一

久耐

プ
ロ
バ
イ
オ
樹
命
日
本

土
の
会
事
務
局
)
・
鈴
木
て
ま
い
り
ま
す
」
と
挨
拶

善
仁
氏
移
設
業
者
の
脚
し
た
。

タ
カ
ハ
宇
白
本
泰
垂
氏
(
2
面
に
関
連
記
毒

＼

に
思
う
と
と
も
に
、
都
市
太
黒
田
1
4
2
3
1
3

型
り
サ
イ
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に
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献
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L
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S用AR丁κIT 自動換気システムは生産者の労力を軽減しさらに生産性を高めます!

人と作物に快適な環境を作りだします!
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カトー動物質高級有機肥料
動物質有機肥料は、肥料分のほか、微量要索・アミノ酸・核酸
・酵素も供給します。

@ほかし肥料の原料としてもお使い頂けます。

【特徴】

*芥凉料の分解特性を孝慮して股,汁配介してあります。

*長期剛の穏やかな分解で無機化も緩慢ですから、肥切れや濃度障辨も緩和され

むらのない錠分供給が畷れます。

*抄衾微中物を1舌牲化し卜Ⅱ村J杉1戊・保水竹・沌気竹の向 1二等 IJ麗環境を改円され

ます。

*述川しても作物・に壌を選ばず恕化させることはありません。

強力新微生物改良剤

唖如株加n藤工業所肥料事業部
〒322-0033 栃木県鹿沼市府所町20
TEL 0289-65-3121 FAX 0289-65-3124

h杜Pゾ/VV、NW.kato・industry.com
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地
域
社
会
に
貢
献
を

谿
蹄
懸
大
村
相
哲

め
、
ス
ペ
ー
ス
が
あ
ま
り

要
ら
な
い
と
い
う
、
ま
さ

1
一
二
,
.
〒

に
理
想
的
な
都
市
型
り
サ

私
ど
も
は
食
品
の
堆
肥
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
は
な

、

化
を
即
年
間
行
っ
て
き
ま

し
た
。
地
域
か
ら
出
る
生

ご
み
を
落
ち
葉
や
墓
疋
樹

木
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
堆
肥

に
し
て
い
ま
す
が
、
 
4
か

月
も
か
か
る
た
め
に
か
な

り
の
ス
ペ
ー
ス
を
使
わ
な

け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
「
み
ど
り
く
ん
」
の

プ
ラ
ン
ト
は
わ
ず
か
数
時

間
で
肥
祭
出
来
る
た

そ
う
て
つ

の
嘉
に
ご
推
薦
を
い
た

だ
い
て
当
社
が
選
ぱ
れ
た

こ
と
に
対
し
て
誇
り
に
感

じ
て
お
り
ま
す
。

い
ま
巷
で
は
様
々
な
り

サ
イ
ク
ル
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
と
し
て
は
地
域
か

ら
出
る
ー
や
微
生
物

が
、
再
ぴ
地
域
の
中
で
生

ま
れ
変
わ
っ
て
利
用
さ
れ

り
く
ん
」
に
は
次
の
よ
う
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

な
特
長
が
あ
り
ま
す
。
の
た
地
士
壌
中
で
有
機

山
生
ご
み
則
%
を
原
料
と
物
が
ゆ
っ
く
り
分
解
す
る

し
て
製
造
す
る
り
サ
イ
ク
の
で
、
糖
や
ビ
タ
ミ
ン
C

ル
製
で
「
悶
の
品
質
含
系
の
多
い
高
品
質
野

の
確
保
等
に
関
す
る
法
菜
や
タ
ン
パ
ク
質
含
有

律
」
に
基
づ
く
公
定
規
格
量
の
低
い
お
い
し
い
米
が

で
は
、
 
1
悶
の
中
生
産
で
き
ま
す
。

の
「
食
品
残
さ
加
工
肥
⑦
国
産
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

料
」
に
属
し
ま
す
'
ち
ろ
を
原
料
と
す
る
悶
で
、

こ
の
公
定
規
璽
一
悶
旦
畢
向
上
些
貝
献

る
こ
と
に
貢
献
で
き
る
こ
・
~

と
を
大
姦
し
く
思
っ
て
一
号
の
登
録
悶
と
な
り
ま
で
き
ま
す
。

す
。
悶
名
は
、
も
ち
ろ
ん

こ
の
よ
う
に
多
く
の
特

お
り
ま
す
。
「
み
ど
り
く

ん
」
で
作
っ
た
璽
は
と

長
を
持
っ
た
肥
料
で
す

「
み
ど
り
く
ん
」
で
す
。

貿
造
に
要
す
る
時
間
は

が
、
今
後
の
課
題
も
残
っ

て
も
味
が
濃
く
て
お
い
し

わ
ず
か
数
時
間
で
、
都
会

い
と
い
う
評
価
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

の
ど
真
ん
中
で
も
製
造
で

て
お
り
、
多
く
の
様
に

山
生
ご
み
を
乾
燥
す
る
の

き
ま
す
。

喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で

す
。
今
回
の
プ
ラ
ン
ト
で

③
製
成
分
は
、
窒
素

こ
れ
か
ら
頑
張
っ
て
い
き

リ
ン
酸
カ
リ
が
お
よ
そ

は
、
凱
曾
し
て
重
油
ボ

た
い
と
思
い
ま
す
。

4
 
-
 
1
 
一
 
1
、
で
す
が
、

イ
ラ
ー
を
使
っ
て
い
ま
す

が
、
<
穫
は
廃
プ
ラ
ス
チ

保
証
成
分
は
、
窒
素
舗
%

ご
み
を
短
時
間
で
、
し
か

ツ
ク
や
バ
イ
オ
マ
ス
資
源

も
製
成
分
が
そ
の
ま
ま

以
上
、
カ
リ
ー
%
以
上
と

を
織
と
す
る
ポ
イ
ラ
ー

な
っ
て
い
ま
す
。

残
り
、
悪
臭
も
し
な
い
、

へ
の
変
換
が
望
ま
れ
ま

④
窒
素
に
対
し
て
り
ン
酸

使
い
や
す
い
製
を
作
ろ

す
。
特
に
、
期
待
し
て
い

う
。
と
れ
が
生
ご
み
製

と
カ
リ
含
有
量
の
少
な
い

る
資
材
が
全
国
の
山
林
に

L
型
賎
で
、
り
ン
酸
や

「
み
ど
り
く
ん
」
開
発
の

梦
取
し
て
い
る
「
竹
」
で

カ
リ
が
過
剰
化
し
た
メ
タ

コ
ン
セ
プ
ト
で
し
た
。

゛
い
、
ヘ

、
、
才
、
、
、

＼

●
.
§

、
J
 
゛

,
、
)
武
 
1

气
↓
J
 
、

f
,

、
,
ー
、
」
＼
キ

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
孫
先
生
の
ご
研

究
の
賜
物
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
数
あ
る
烈
又

先
儒
の
中
か
ら
、
多
く

、
一
;
=
一
'
一

ー
,
゛
,
ノ
、
ノ

私
は
、
 
6
年
前
に
東
泉

農
美
学
を
定
年
退
職
す

る
ま
で
卯
年
の
在
職
期
闇

屯
士
壌
製
に
関
す
る

様
々
な
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
ひ
と
つ

が
、
国
産
の
バ
イ
オ
マ
ス

資
源
や
未
利
用
資
源
を
土

壌
改
良
資
材
や
賑
と
し

て
活
用
す
る
研
究
で
し

た
。
そ
れ
ら
の
中
で
、
現

在
最
も
普
及
の
進
ん
で
い

る
資
材
趨
製
鉄
業
の
副

産
資
源
で
あ
る
踊
ス
一
フ

グ
で
す
。
転
炉
ス
ラ
グ
は

無
饗
資
材
で
す
が
、
有

甥
資
源
と
し
て
最
も
力

を
注
い
で
き
た
も
の
が
生

ご
み
で
す
。

生
ご
み
織
の
研
究
を

始
め
た
の
は
1
9
9
4
年

(
平
成
6
年
)
で
し
た

が
、
当
初
は
生
ご
み
を
堆

肥
化
し
て
作
っ
た
生
ご
み

芸

,
血
、
式
、
、

を
や

堆
肥
の
研
究
で
し
た
。
そ

の
研
究
嘉
け
る
中
忍

じ
た
こ
と
が
生
ご
み
を
堆

肥
化
す
る
こ
と
に
対
す
る

大
き
な
矛
盾
で
し
た
。

生
ご
み
に
限
ら
丈
有

機
物
を
堆
肥
化
す
る
こ
と

は
す
ぱ
ら
し
い
技
準
は

あ
り
ま
す
が
堆
肥
化
に
は

広
い
用
地
や
時
問
を
要
し

ま
す
。
ま
た
、
堆
肥
化
の

過
程
で
悶
と
し
て
貴
重

な
窒
素
野
が
ア
ン
モ
ニ

ア
ガ
ス
と
し
て
飛
ん
で
し

ま
い
ま
す
。
完
熟
さ
せ
れ

ぱ
、
窒
素
の
効
か
な
い
堆

肥
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
、

堆
肥
化
期
問
を
短
く
し

て
、
い
わ
ゆ
る
「
ぽ
か
し

肥
」
と
す
れ
ぱ
、
窒
素
成

分
は
残
存
し
ま
す
が
、

臭
恬
ま
さ
れ
ま
す
。

に
、
都
市
農
業
の
よ
う
に

周
り
に
住
宅
が
あ
る
よ
う

な
畑
で
は
住
民
か
ら
一
肩

が
出
ま
す
。
そ
こ
で
、
生

所
に
移
設
し
ま
し
た
。
今

後
実
毘
と
し
て
の
製
造

能
カ
ア
ッ
プ
を
大
村
商
事

の
大
荘
長
に
期
待
す
る

と
こ
ろ
で
す
。

③
生
ご
み
や
汚
泥
な
ど
の

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
原
料

と
す
る
堆
肥
や
肥
料
に

は
、
「
は
け
口
」
が
な
か

な
か
見
つ
か
ら
な
い
、
と

、
,

こ
れ
ま
で
「
み
ど
り
く

ん
」
の
開
発
に
ご
尽
力
頂

い
た
関
係
各
位
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り

わ
け
、
プ
ラ
ン
ト
の
移
設

を
決
断
頂
き
ま
し
た
大
村

大
村
商
事
に
期
待

後
藤
逸
男

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
凹
語

は
、
廃
霧
の
ご
み
捨
て

場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私

た
ち
は
、
東
泉
農
美
学

周
辺
の
農
家
や
農
家
の

た
め
の
士
と
賑
の
研
究

会
で
あ
る
「
全
国
士
の

金
の
会
員
農
家
の
皆
さ

ん
の
努
の
下
に
「
み
ど

り
く
ん
」
の
開
発
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

<
、
、

凸

こ
の
「
み
ど
り
く
ん
」

の
技
語
な
開
発
は
比
較

的
容
易
で
し
た
が
、
実
用

化
に
は
今
目
ま
で
部
年
と

い
う
時
間
を
要
し
ま
し

た
。
そ
の
大
き
な
要
因

が
、
「
悶
取
締
法
」
と

「
廃
棄
物
の
処
理
及
ぴ
清

掃
に
関
す
る
法
律
(
籍

法
)
」
の
ふ
た
つ
の
法
律

の
高
い
壁
で
し
た
。
そ
の

よ
う
な
嘉
の
舒
年
間
を

経
て
、
と
の
度
世
に
出

る
こ
と
に
な
っ
た
「
み
ど

商
事
総
の
大
荘
長
娠

謝
す
る
と
共
に
、
<
後
さ

ら
な
る
「
み
ど
り
く
ん
」

鑾
揚
率
改
善
に
ご
尽
力

頂
き
た
又
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

行
わ
れ
た
G
P
E
C
の
来

ポ
な
園
芸
士
壌
に
ぴ
っ
た

リ
マ
ッ
チ
す
る
袈
で

す
。⑤
低
成
分
賑
の
た
め

施
用
量
は
期
蚫
/
w
a
か

ら
1
t
/
w
a
と
な
り
ま

す
が
、
健
康
な
士
づ
く

り
」
に
不
可
欠
な
ー

も
補
給
で
き
る
肥
料
で

す
。
⑥
炭
素
と
窒
素
の
判
忠
只

炭
素
率
が
W
前
後
で
、
既

存
の
有
機
質
製
で
あ
る

油
粕
や
魚
か
す
よ
り
高
い

に
北
海
道
富
良
野
の
メ
ロ
主
催
す
る
施
論
云
と
植

ン
ハ
ウ
ろ
青
森
や
新
物
工
場
の
専
門
展
示
会

潟
、
茨
城
そ
し
て
地
元
、
「
G
P
E
C
2
0
2
2
」

響
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ょ
る

と
、
「
耐
経
ハ
ウ
ス
や
ハ

ウ
ス
の
補
強
資
材
」
、
「
環

編
御
や
労
務
管
理
に
関

す
る
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
」
、

「
種
苗
の
最
箪
」
、

、
、
モ

゛
入
鴛
、
＼

゛
゛
゛
油
製
、
,
゛

ぎ
い
た
ま
土
の
会
」
の

ト
マ
ト
ハ
ウ
ス
や
水
田
で

「
み
ど
り
く
ん
」
の
試
用

を
続
け
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
地
で
生

産
さ
れ
る
「
み
ど
り
く

ん
」
を
郭
需
周
辺
あ
る

い
は
埼
玉
晶
で
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
一
サ
イ
ト
南
3
・
4
ホ
ー
ル

「
じ
ゅ
ん
か
ん
チ
ャ
レ
ン

ジ
桜
巨
の
活
動
を
つ
づ

け
て
き
た
東
尿
農
美
学

周
辺
の
農
家
の
皆
さ
ん
に

は
、
大
荘
長
の
戸
貢
で

と
れ
ま
で
通
り
に
提
供
頂

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
 
2
0
1
9
年
に
グ
ッ

ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
讐
し

た
じ
ゅ
ん
か
ん
の
輪
を
東

京
世
田
谷
か
々
こ
の
地

域
に
も
広
め
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

画
像
セ
ン
サ
ー
等
を
使

.用
し
た
農
業
用
ロ
ポ
ッ

日
本
聾
闇
芸
協
会
が
上
と
い
っ
た
よ
う
な
製

品
の
情
報
を
得
た
い
と
い

う
臺
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
出
展
者
の
約
9

す
。
再
生
可
能
資
源
で
あ

る
竹
を
チ
ッ
プ
に
し
て
燃

料
と
す
れ
ぱ
、
木
材
よ
り

高
い
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
得

ら
れ
ま
す
。
ポ
イ
ラ
ー
に

残
っ
た
竹
の
灰
は
、
貴
重

な
カ
リ
袈
と
し
て
活
用

で
き
ま
す
。
「
み
ど
り
く

ん
」
と
ド
ッ
キ
ン
グ
す
る

と
と
も
有
望
で
す
。

②
現
在
の
プ
ラ
ン
ト
は
、

東
屡
美
学
で
実
験
プ

ラ
ン
ト
と
し
て
設
け
た
も

の
を
、
そ
の
ま
ま
こ
の
場

「
液
肥
栽
培
や
潅
水
シ
ス
一

テ
ム
」
、
「
環
境
に
配
慮
し

た
資
材
」
、
「
病
害
虫
を
排

除
で
き
る
製
品
」
、
「
A
1

が
来
年
7
月
に
東
泉
ビ
ッ

ク
サ
イ
ト
で
開
催
さ
れ
る

が
、
現
在
出
展
者
を
募
集

し
て
い
る
。

東
尿
で
の
開
催
は
2
0

1
8
年
以
来
4
年
ぶ
り

で
、
開
鯖
日
は
7
月
即

日
(
水
)
 
S
船
田
釡
)

の
3
臼
聞
。
東
泉
ビ
ッ
ク

山

.
▼

割
が
次
回
も
森
し
て
出

展
し
た
い
、
あ
る
い
は
検

討
し
て
い
る
と
い
う
声
が

多
く
、
プ
ー
ス
出
展
と
連

動
し
た
販
促
オ
プ
シ
ョ
ン

を
活
用
す
る
こ
と
で
、
出

展
効
果
拡
大
を
図
る
こ
と

が
出
来
る
。

申
込
み
締
切
り

2
月
飴
日
ま
で

出
展
申
込
み
は
2
0
2

で
行
わ
契
同
時
開
催
で

ス
マ
ー
ト
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ

ン
2
0
2
2
 
(
ス
マ
ー
ト

農
義
器
・
技
術
屡
も

乏
疋
さ
れ
て
い
る
。

聖
の
G
P
E
C
で
は

関
東
エ
リ
ア
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
は
じ
め
、
全
国
か
ら

生
産
者
・
業
界
傑
者
が

集
ま
っ
て
活
発
な
交
流
.

商
繁
行
わ
れ
て
き
た

が
、
次
回
の
来
響
数
は

3
万
3
千
人
を
長
に
し

て
い
る
。
今
年
愛
知
県
で

2
年
2
月
習
(
月
)
ま

で
。
出
展
資
料
註
棗
や
牛

込
み
詳
細
に
つ
い
て
は
G

P
E
C
事
務
局
へ
。
東
宗

都
千
代
田
区
祭
関
1
ー

4
1
2
 
大
同
生
毎
ケ

関
ビ
ル
4
階
ア
テ
ッ
ク
ス

樹
内
 
T
E
L
-
0
3
1

3
5
0
3
1
フ
7
0
3

E
メ
ー
ル
昌
@
習
Φ
0
.

も
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

.

乏
乏
乏
.
⑳
で
Φ
0
.
毛

樋
節
翻
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¥
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」
、
ト
、
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イ
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十
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゛
゛
」
'
)
'
S
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'
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C
主
'
.
、
1
一
ノ
ー
、

1
一

>
ユ
C

2
0
1
8
年
に
沖
縄
お
よ
ぴ
九
州
南
部
で
発
生
し
た
サ
ッ
マ
イ
モ
基
腐
病
か
全
国
亀
に
畠
糟
一

広
が
っ
て
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
病
気
が
発
生
し
た
握
=
は
霧
株
を
抜
き
取
る
ぐ
ら
い
し

か
烹
は
な
气
健
全
苗
の
植
え
付
け
や
詔
膝
の
驚
を
呼
ぴ
か
け
て
い
る
。
そ
う
し
た
屯

前
号
で
紹
介
し
た
織
改
質
剤
「
ル
ブ
リ
コ
ン
」
の
東
日
本
代
理
店
で
あ
る
東
セ
ラ
ク
リ
エ
イ
ト
の

櫻
本
康
晴
社
長
か
、
「
鹿
児
島
の
明
宝
技
研
と
い
う
会
社
が
製
造
し
て
い
る
耐
ア
ル
カ
リ
性
光
合

成
細
菌
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
エ
コ
バ
ラ
ン
ス
α
と
い
う
士
壌
改
烏
を
使
用
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ツ
マ
イ

モ
基
腐
病
を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
て
収
穫
量
が
持
ち
直
し
た
と
い
う
農
家
の
事
例
が
あ
り
、
注
目
か

条
っ
て
い
ま
す
」
と
い
う
情
報
が
寄
せ
ら
れ
た
。
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
ほ
か
に
も
様
々
な
効
果

が
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
゛
謡
県
石
岡
市
の
東
セ
ラ
ク
リ
エ
イ
ト
を
需
し
、
櫻
本
社
長
と
明

宝
技
研
の
浅
見
哲
寛
氏
か
ら
製
品
の
特
長
や
使
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

メ

GS

力

舮

J
)

明
宝
技
研
の
士
壌
改
良
剤

病
原
菌
の
侵
入
を
抑
制

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

全
国
に
ま
ん
延

2
0
1
8
年
の
秋
頃
か

ら
費
島
県
と
爵
県
に

お
い
て
、
株
が
立
ち
枯
れ

て
イ
モ
が
腐
敗
す
る
症
状

が
多
発
し
て
収
県
減
少

し
た
。
沖
縄
県
の
産
地
で

も
同
様
の
症
状
が
腎
ら

れ
て
お
り
、
国
内
で
は
こ

斤

れ
ま
で
発
生
報
告
の
な
か

つ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病

が
発
生
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の

後
は
熊
本
県
福
岡
県

長
崎
県
、
高
知
県
、
曾

県
、
岐
阜
県
で
も
確
繁

需
ら
共
さ
ら
に
今
年

の
長
降
も
色
謬
広
が

つ
て
、
群
馬
県
、
茨
城
県

東
尿
都
千
葉
県
'
早

芸

]
{
〕
L
、
」
>
ノ
、
イ

園

、

、
ノ
」
イ
 
J
/
、
」
)
、
 
J
 
J
、
」
、
、

県
、
愛
媛
県
、
葬
県
、

埼
玉
県
、
山
形
県
、

県
、
北
海
道
で
も
発
生
が

確
誓
れ
て
い
る
。
鷺

門

研
に
ょ
る
と
広
域
的
な
感

染
拡
大
は
、
主
に
基
腐
病

菌
嬢
染
し
た
種
苗
の
移

動
に
ょ
り
生
じ
た
可
能
性

が
高
い
と
み
て
い
る
。

サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の

病
原
菌
は
糸
欝
で
、
感

染
す
る
と
地
際
の
茎
が
黒

変
し
、
茎
巣
は
黄
色
や
紫

色
に
変
色
し
て
次
第
に
萎

れ
て
い
く
。
茎
巣
が
繁
茂

す
る
時
期
に
は
ツ
ル
が
黒

変
か
ら
黒
褐
色
に
変
色

し
、
地
上
部
が
壊
死
す
る
。

発
病
株
の
イ
モ
は
主
に
な

り
首
側
靈
お
つ
け
根
側
)

か
ら
腐
敗
し
て
い
く
。

被
生
罧
か
ら
病
気
が
拡

大
す
る
の
で
、
疑
わ
し
い

株
を
見
つ
け
た
ら
早
め
に

抜
き
取
り
ビ
ニ
ー
ル
袋
等

に
入
れ
て
処
分
し
な
け
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
何
も
対
策

)
イ
ノ
)
'
F
'
>
'
)
'
、
C
、
キ
ト
、
」
.
)
+
、
{
,
↓
〕

」
↓
ト
+
)
'
才
」
'
ヨ
'
」
>
ー
、
{
」
^

゛

を
と
ら
ず
に
い
る
と
数
年

後
に
は
病
気
が
激
発
し
て

収
穫
皆
無
と
な
る
こ
と
も

予
想
さ
れ
て
い
る
。
と
に

か
く
威
勢
が
強
い
た
め

に
抑
え
込
む
こ
と
が
難
し

气
病
気
が
発
生
し
て
採

算
割
れ
が
起
き
た
鳥
培

を
や
め
る
と
い
う
生
産
者

も
い
る
と
い
う
。

ま
ん
延
を
防
ぐ
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
農
沓
を
は
じ

め
と
す
る
ミ
関
で
は

次
の
よ
う
な
対
策
を
呼
び

か
け
て
い
る
。
①
基
腐
病

菌
を
持
ち
込
ま
な
い
(
健

全
な
種
イ
モ
と
苗
の
確

保
、
適
切
な
消
毒
ほ
場
で

使
っ
た
道
具
の
消
毒
)
、
②

基
腐
語
を
増
や
さ
な
い

(
ほ
場
の
排
水
対
策
発

病
株
の
早
期
発
見
抜
き

取
り
、
詔
防
除
の
陛
)

g

第
1
9
§
ぢ
)
に
警
す
圃
場
ま
で
、
幅
広
い
配
の

驫
司
を
受
け
た
安
心
安
範
囲
で
圃
場
環
境
の
調
整

全
な
留
品
で
、
特
許
能
力
が
あ
る
と
い
う
。

も
取
得
済
み
で
あ
る
。
原
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
エ
コ
バ

製
は
海
藻
、
魚
介
ミ
ネ
ラ
ン
ス
α
の
販
売
窓
口
と

ラ
ル
、
で
ん
ぶ
ん
粕
、
耐
な
っ
て
い
る
宝
来
メ
デ
ッ

ア
ル
カ
リ
性
光
合
成
細
菌
ク
警
会
社
で
は
、
「
は

群
な
ど
で
焦
子
物
質
は
添
じ
め
に
申
し
て
お
き
ま
す

加
し
て
い
な
い
。
効
果
に
と
、
こ
れ
は
農
薬
で
は
な

つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
特
い
の
で
殺
菌
効
果
は
な
い

し
、
感
染
し
た
農
産
物
を

徴
が
あ
る
。

W
物
の
肥
大
効
果
晟
元
の
正
常
な
豁
だ
戻
す

と
い
っ
た
こ
と
は
出
来
ま

長
促
進
)

累
豁
な
ど
悪
玉
菌
の
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
有

入
り
に
く
い
礎
を
作
る
用
バ
ク
テ
リ
ア
の
茨
=
的

繁
殖
に
ょ
っ
て
、
基
腐
病

(
割
作
邑

③
排
水
性
、
通
径
、
保
水
菌
等
の
病
原
菌
を
寄
せ
付

性
を
整
え
る
金
壌
改
邑
け
に
く
い
圃
場
器
に
調

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
エ
コ
バ
整
す
る
力
が
あ
り
、
病
原

ラ
ン
ス
α
の
主
な
成
分
は
菌
の
侵
入
を
抑
え
る
こ
と

酬
調
整
能
力
に
優
れ
た
数
に
ょ
っ
て
、
病
気
に
か
か

種
類
の
光
合
成
細
鼎
で
り
に
く
い
圃
場
に
す
る
こ

あ
り
、
低
い
'
4
と
い
う
と
が
可
能
に
な
る
製
品
で

水
田
か
、
高
い
酬
松
の
す
。
こ
の
製
品
を
鹿
児
島

＼

N

製

"
、
」
'
、

顎
§

が

、

、

t

繊

③
基
腐
語
を
残
さ
な
い

残
さ
の
持
ち
出
し
、
適

製
土
壌
消
毒
、
た
い
肥

等
の
有
欝
用
な
ど
)

櫻
本
社
長
は
、
「
一
盗

県
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
栽
培

面
積
と
生
産
量
が
共
に
全

国
2
位
で
鉾
田
直
行
方

市
が
大
き
な
産
地
で
す
。

知
り
合
い
の
サ
ツ
マ
イ
モ

農
家
か
ら
病
気
で
困
っ
て

い
る
が
何
か
い
い
も
の
は

な
い
の
か
と
い
う
相
談
を

受
け
ま
す
。
講
習
会
な
ど

.
一
、

、
t
゛
捻
ミ
同
七
,
部

N
 
サ
ゞ
倉
弓
゛

ゞ
゛
、
'
゛
、
、
五
、
勺

一
一

凱

発

>
、
゛

1

゛

験
病
試
腐
布
基
塗
に

ミ

黒

の
サ
ツ
マ
イ
モ
農
家
で
使

つ
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、

い
ま
問
題
に
な
っ
て
い
る

基
腐
病
に
工
疋
の
効
果
が

見
ら
れ
た
と
い
う
墾
=
が

数
件
届
い
て
お
り
、
さ
ら

に
そ
の
効
果
に
つ
い
て
検

証
を
続
け
、
拡
販
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
と
に
か
く
こ

の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
エ
コ
バ

ラ
ン
ス
α
は
土
壌
墜
物

の
数
を
増
や
し
エ
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
士
壌
に

し
、
士
が
団
粒
化
す
る
と

と
に
ょ
っ
て
植
物
が
栄
養

分
を
効
果
的
に
籍
で
き

る
礎
を
作
る
の
で
、
農

作
物
は
早
く
、
大
き
く
、

多
く
、
強
く
、
甘
く
、
美

し
く
育
つ
と
い
っ
た
と
と

が
可
能
に
な
り
ま
す
」

瓢

を
開
い
て
対
策
姦
じ
て
一

い
る
よ
う
で
す
が
、
解
決

す
る
手
立
て
が
な
い
の
で
一

困
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

と
に
か
く
こ
の
ま
ま
で
は
一

"
ー
.
ー

滅
し
か
ね
な
い
状
況
な
の

で
、
オ
ー
ガ
ニ
ツ
ク
エ
コ
一

1

太

誤
御
へ

1
＼

あ
ら
ゆ
る
農
作
物

に
効
果
あ
り

K

＼

佃
'

ι
{
、

、
 
1
 
ν
 
f

J
 
主
、
ー
、
、

"
、
ー
ル
心
.
、
、
9
 
.
ゞ
心
ご
^
、
气
、

W
 
勺
へ
"
.

、
諏
ゞ
心
途

11

＼

勺
゛
ト

ノ

焚
代
蚕
§
力
劃
武
呉
0

1
●

バ
ラ
ン
ス
α
が
笹
主
に

成
り
得
る
資
材
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
」

化
学
物
質
無
添
加

の
昼
と
混
用
す
る
と
と

も
可
能
。
な
お
、
水
は
け

が
悪
い
と
と
ろ
だ
と
効
果

が
出
に
く
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
の
で
注
意
が
必
要
だ
そ

う
だ
。得
は
容
量
玲
祭
4

万
田
容
量
5
0
0
此
が

4
,
 
0
0
0
円
、
{
姦
1

0
0
^
^
2
,
4
0
0
円
。

窺
別
・
配
送
料
別
)

製
品
に
つ
い
て
の
問
合

せ
は
明
宝
技
需
横
浜
事

務
所
の
浅
見
氏
ま
で
。
メ

↓
Φ
詰
芽
=
9

山
器
ヨ
同
冨
コ
.
江
⑳
一
0
ず
Φ
.

澪
.
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ヨ
Φ
芽
0
仁
四
雪
.
も
＼
Φ
8

語
一
習
兄
電
話
0
9
0

1
8
5
9
2
1
5
0
2
5

(
次
号
で
使
用
し
た
生

産
耆
の
事
例
や
製
品
の

籍
に
つ
い
て
炉
界
し
ま

す
)

1
●

絵

サ
ツ
マ
イ
モ
以
外
に
も

様
々
な
農
作
物
(
水
稲
、

畑
作
/
シ
ョ
ウ
ガ
・
サ
ト

イ
モ
・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
・
タ

バ
コ
・
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
・
ト

マ
ト
・
イ
チ
ゴ
・
お
茶
・

番
、
等
々
)
に
効
果
が

あ
る
ほ
か
、
畜
産
や
雀

分
野
に
至
る
ま
で
利
用
か

広
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

使
1
だ
が
、
水
で

希
釈
を
し
て
土
壌
潅
水
は

5
0
0
倍
、
葉
面
繋
は

8
0
0
倍
を
冒
安
に
す

る
。
(
W
岬
あ
た
り
1
0
0

"
ど
ま
た
、
衡
以
外

ロ
ロ

＼

^
^
ー
^
^
、
1
i
1

,
'
.
゛
、
武
＼

、
'

、

群抜感食くし、しお

定
とツノ

ル

ヤ
、
ソ

特
殊
肥
料
認
可
済
一
:

耐
ア
レ
カ
リ
性
光
合
成
^
品

細
菌
の
オ
ー
ガ
一
ヲ
ク
子
の
^
園
^

コ
バ
ラ
ン
ス
α
は
鹿
児
一
こ

島
県
の
明
宝
技
研
樹
が
製

造
し
て
、
る
士
壌
改
良
剤
、
S
配

■
1
"
.

ナ、
、
、
を
ー
、
J

、

＼

ト

径

1

ノ
)

ツ雑

'

無
ミ鳥

t巽
J
、

゛

゛

ら
れ
た
「
賎
」
の
中
の

隷
悶
(
鹿
児
島
肥
生
 
1

人

、

農
ち1 ,、

号
、
、
、
 
J
 
J

奪
曳

+
◆

、
恵
凡
ぬ

^
史
イ
气
●
交
゛
.
0
1
^
1

( 3 ) イ)千U 31モ 1 2 ナ」 7 臼々火"戯日)

、.ヘ

黄金千貫の糸田菌
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耐アルカリ性光合成細菌

オーガニックエコバランスα
一悼

固オーガニックエコバラ

を塗布し1音養、国噴霧なし

欝熱¥懸券剛郷1ト

聞

◆園

除

コバランス500倍

育成上ヒ較(黄金千貴)

イ゛、ゴ、1/、ノ、,Uへノ、

明宝技研浅見氏

第13乃号

杼ンス凱耐病性品
かつ、ぱん強しJ、

ゆう、み、畿》6、 3、フ
1月~3月まき用
、J、、/J、J 、、 」イ、イ 、、、 1、

エクセリン・ト6201
、＼'、ノ气,>、、 ^、,゛

1月~10月まき用

1ちナーつ1.W'二§1
1、"、、、〕、"、 J、、、ルU'、、カ{イリ<主、、U 、、、、、、;」ノ、、り、+一〕

Zは二ーナよリ草勢強め
周年栽培可能

かねそなえ

慧「戚遂鹸綴^トjゞ

8月~9月及び
n月中旬以降2月まき用

N゛

翻埼玉原種育成会§多瓶鈍シード

"゛馴

如鄭"則粘、
乱',

〒34601051 狂

TEL:0480-85心854 (代) FA

佃^"""
^隅1碧瓢

、、

1月中旬~8月中旬まき用

欝地令1ヤW ,1ールンーくン癌R
」

0 地条付や゛1↓:勢(乃一、ノニノ、長 1、.匙U、{心永上びy qノニ、弌1、 Wえ 1

ゾルーメ、イ;,1< 1,、 1、{1 剛{こ」角11゛ C゛、,・1 、1、・ン{ご 1幣元、CJ ;{」;ニ・j、

、1Υ1<1・1'埣礼_に.お譜1じ介}〕1!丈が八ひ

終魚

はやか

ロン育成元

1月~8月まき用

席巻普及実力品種

2月~7月まき用

新堀2,616番地
:048085-0407

'、"、、'、 f '"、、、),、'゛

、、 J 、J 、 J 、~、)、J、、 J、、ノ、、J

i月ん1月まぎ用

j

1 弓'

2ち

53

エクセ.レント、鰄'、1 §・

量瑚

複合耐病性品種
下ンゴ',褐斑、ベト病に強L

畢曹避N'、越鰻掩
-J゛父ゞ

き

ヲ、'、、、气、

6月~2月まき用

5EE口

7月~9月まき用

1月~8月まき用

1月~8月まき用

相性ひったり、バランス0K

t＼

エエ

TEL :048085、7211 (代) FAX :0480-85-0407

、、^、ノ

まりん

OS交配種子発売元

ニー十

ル

謬縄
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、、、又゛

競、'翻詩、

餌巨ルー云レス会永弓、'

'ー"、、

1月~8月まき用

J /

1^^_

轡影弩無叉、



ー
マ
で
、
麺
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ス
ル
の
影
響
に
ょ
り
家

で
過
ご
す
時
間
か
多
く
な

り
、
今
ま
で
以
上
に
内
食

需
要
の
拡
大
や
健
感
向

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
、
野

菜
へ
の
関
心
も
高
ま
り
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
健
康

を
保
つ
上
で
大
切
な
食
材

の
璽
に
つ
い
て
、
生
産

者
と
そ
れ
俺
関
わ
る
実
需

者
と
改
め
て
霊
の
本
質

を
琴
る
展
示
が
行
わ

れ
た
。
新
品
種
や
臺
品
種
で

は
黄
化
一
響
鵬
性
で
越

冬
錆
に
適
し
た
ミ
ニ
ト

マ
ト
「
T
C
9
9
2
2
」

や
半
促
成
・
越
冬
晶
向

き
の
「
T
C
8
8
2
7
」

な
ど
、
コ
マ
ツ
ナ
は
冬
用

新
品
種
で
低
温
伸
程
に

れ
た
「
冬
ゐ
豪
漆
」
、

周
年
栽
培
あ
る
い
は
低
温

期
の
ハ
ウ
ス
栽
培
や
ト
ン

ネ
ル
栽
培
に
箔
な
ズ
ッ

キ
ー
ニ
「
T
S
X
1
7
5

O
Z
」
、
伸
程
・
立
性
で

多
収
性
の
秋
冬
播
き
ほ
う

れ
ん
草
「
T
S
X
1
フ
ー

2
」
な
ど
が
展
示
さ
れ
た
。

成
長
す
る
に
つ
れ
美
し
い
白
皮
に
な
る

と
ろ
ー
り
旨
な
す

一
一

'
'

気
伴
は
松
月
か
ら
2

月
ま
で
の
向
こ
う
3
か
月

の
天
候
見
通
し
を
発
表
し

た
。
-
Z
T
ニ
ャ
峯
が

発
生
し
た
影
響
で
、
東
日

本
以
西
は
寒
気
の
を

受
け
や
す
い
た
め
、
気
温

は
東
日
本
で
平
年
並
か
低

く
、
西
日
本
と
沖
縄
・
奄

美
で
低
い
。
な
お
、
ラ
ニ

1
一
〒
現
象
は
A
後
冬

の
終
わ
り
ま
で
続
か
な
い

可
釋
も
あ
る
(
如
%
)

舘

新
ト
キ
タ
種
蘭
(
時
田

巌
社
長
本
社
・
さ
い
た

ま
市
見
沼
区
は
、
Ⅱ
月

芸
習
と
習
に
瓢
研

究
鷺
禽
玉
県
加
須
市

阿
佐
間
1
2
1
2
)
に
て

オ
ー
プ
ン
デ
ー
を
鴇
し

園

た
。
今
年
は
「
お
い
し
い

も
の
は
体
に
い
い
」
が
テ

田

一
.
、

叉＼

、

'

、

゛

こ
の
ほ
か
市
場
か
ら
高
評

価
を
得
て
い
る
ミ
ニ
ト
マ

ト
「
ト
マ
ト
ベ
リ
ー
」
、

カ
ボ
チ
ャ
「
く
り
将
軍
」
、

ミ
ニ
白
菜
の
「
娃
々
菜

(
わ
わ
さ
い
)
」
、
な
ど

程
的
な
霊
が
多
数
展

示
さ
れ
て
い
た
。
と
く
に

い
ち
お
し
霊
で
同
社
の

2
0
2
2
年
版
カ
タ
ロ
グ

の
表
紙
を
飾
っ
た
白
な
す

の
「
と
ろ
ー
り
旨
な
す
」

は
長
卵
形
で
白
皮
が
美
し

く
、
来
響
の
関
心
が
と

く
に
高
か
っ
た
。

そ
し
て
ト
キ
タ
の
も
う

一
つ
の
顔
と
も
い
え
る
イ

タ
リ
ア
霊
も
さ
ら
に
充

実
し
た
品
揃
え
で
、
圃
場

、

サ
カ
タ
の
タ
ネ
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

2
0
2
2
年
新
品
種
発
表

サ
カ
タ
の
タ
ネ
槻
は
、
 
2
0
2
2
年
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
新
品
種
と
し
て
6

品
種
を
発
表
し
、
H
月
か
息
覇
生
産
各
け
に
種
子
の
駆
冗
を
開
始
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
世
界
的
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
ジ
ニ
ア
デ
ロ
フ
ユ
ー
ジ
ョ
ン
」
シ
リ

ー
ズ
の
暫
叩
種
デ
ロ
フ
ユ
ー
ジ
ョ
ン
ダ
プ
ル
レ
ッ
ド
」
を
発
表
し
て
い
る
。

美
し
い
花
色
の
6
口
叩
種
期
待
で
ミ
ま
た
「
ボ

ン
・
ボ
ヤ
ー
ジ
ユ
(
2

ジ
ニ
ア
の
新
品
種
も
発
売

型
)
べ
ビ
ー
ピ
ン
ク
」

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
は
ハ
ピ
ン
ク
」
、
「
同
(
2
型
)
は
、
畠
に
ほ
ん
の
り
ピ

重
咲
き
と
一
重
咲
き
が
あ
ブ
ル
ー
(
V
e
r
.
 
2
)
」
、
ン
ク
が
入
り
、
サ
カ
タ
の

り
、
流
通
量
の
大
半
は
八
「
同
(
2
型
)
イ
エ
ロ
ー
タ
ネ
約
駒
年
の
ト
ル
コ
ギ

重
咲
き
と
な
っ
て
い
る
。
(
V
e
r
.
 
3
)
」
の
3
 
キ
ョ
ウ
育
種
史
上
初
め
て

と
く
に
花
型
が
豪
華
な
フ
品
種
は
、
強
い
フ
り
ン
ジ
の
花
色
と
な
っ
た
と
い

リ
ン
ジ
咲
き
や
セ
ミ
フ
リ
の
花
型
と
チ
ッ
プ
バ
ー
ン
う
。

ル
咲
き
種
は
ウ
妥
ブ
イ
の
起
き
づ
ら
さ
を
両
立
さ
そ
の
ほ
か
立
簸
の
あ

ン
グ
な
ど
の
業
壽
要
が
せ
ま
た
黄
か
成
長
を
止
る
花
型
で
人
気
の
「
レ
イ

高
く
製
合
い
が
強
い
反
め
開
花
す
る
こ
と
な
く
枯
ナ
」
シ
リ
ー
ズ
に
は
、
「
レ

面
、
栽
培
が
難
し
い
と
い
死
し
て
し
ま
う
峯
の
プ
イ
ナ
ホ
ワ
イ
ト
(
V
e
r
.

う
課
題
が
あ
っ
た
。
ラ
ス
チ
ン
グ
も
発
生
し
づ
 
3
)
」
、
「
同
ラ
ベ
ン
ダ
ー

今
回
発
表
さ
れ
た
「
ボ
ら
い
の
で
、
出
荷
ロ
ス
が
(
V
e
r
.
 
2
)
」
の
2
品

ヤ
ー
ジ
ユ
(
2
型
ラ
イ
ト
少
な
く
安
定
し
た
収
穫
が
種
を
追
加
。
や
わ
ら
か
く

フ
り
ル
の
入
る
花

弁
は
従
来
よ
り
強

く
な
り
、
使
い
勝

手
が
よ
く
な
っ

.
、
,
.
北

r

1
多

、
ノ
ー

た
。

.
出

▲

こ
れ
ら
6
品
種

は
業
務
で
の
利
用

、

は
も
ち
ろ
ん
、
コ

ロ
ナ
禍
で
増
加
し

た
ホ
ー
ム
ユ
ー
ス

で
の
利
用
も
想
定

し
て
い
る
。

(
税
込
)
は
、
ペ
レ

ツ
ト
種
子
1
袋

0
0
0
粒

1

4
0
0
円
S

46
 
0
5
0
円

(
品
種
に
ょ
り
異

な
る
)
。
全
国
の

種
苗
店
 
J
A
ル

ー
ト
を
通
じ
て
販

売
す
る
。

式

一
、

、

に
は
ス
テ
ィ
ッ
キ
オ
、
ス

テ
ィ
ッ
ク
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー

「
カ
リ
フ
ロ
ー
レ
」
、
葉

キ
ャ
ベ
ツ
「
力
ー
ボ
ロ
ネ

口
」
、
そ
し
て
近
釋
目

さ
れ
て
い
る
霊
の
「
力

リ
ー
ノ
ケ
ー
ル
」
等
が
展

示
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
野

菜
は
見
た
貝
か
美
し
い
の

で
、
来
響
の
多
く
が
関

心
を
も
っ
た
よ
う
で
、
写

真
を
撮
っ
た
り
ス
タ
ッ
フ

か
ら
説
明
を
受
け
る
姿
が

見
受
け
ら
れ
た
。
駆
冗
コ

ー
ナ
ー
で
も
イ
タ
リ
ア
野

菜
が
数
多
く
売
り
出
さ

れ
、
売
れ
行
き
も
上
々
で

あ
っ
た
。

一
一

ノ
↑
/
r

.
〒
〒
,史

牛

一

〒〒

「

「
勧

'
一
、
:
.
~
'
一

ケ

、
゛
↓
一

雫司

q
゛
●
純

乳

U

L
-

●
武
N

<
,
.
や
呉
,一

、
、

加

、

て
」
一
1

r
、

勺
1

、
、

ψ

一

ー
¥

勺
、

、

一
、

プ
ロ
フ
ユ
ー
ジ
ョ
ン

ダ
ブ
ル
レ
ッ
ド

サ
カ
タ
の
ヲ
ロ
フ
ユ

ー
ジ
ョ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
は
、

1
9
9
9
年
に
ジ
ニ
ア
の

種
間
雑
種
と
し
て
世
界
で

初
め
て
商
品
化
し
た
花

壇
鉢
物
用
の
草
花
で
、

発
売
以
来
ソ
一
テ
の
定
番

口
羅
と
し
て
世
界
中
で
広

く
親
し
ま
れ
て
い
る
。
ジ

ニ
ア
は
赤
系
の
需
要
が
高

い
こ
と
か
ら
、
種
間
雑
種

の
八
重
咲
き
ジ
ニ
ア
で
は

世
界
で
初
め
て
濃
い
赤
の

花
色
を
持
つ
品
種
を
今
回

開
発
し
た
。
鮮
や
か
な
花

色
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

シ
リ
ー
ズ
の
中
で
は
花
が

大
き
い
た
め
に
華
や
か
で

目
を
引
く
。
従
来
種
問

雑
種
の
ジ
ニ
ア
に
お
い

て
、
赤
色
の
品
種
は
古
鼎

や
低
日
照
条
件
下
で
花
色

が
淡
く
な
り
や
す
い
性
質

が
あ
っ
た
が
、
「
県
プ

ル
レ
ッ
ド
」
は
濃
い
赤
色

を
安
定
し
て
保
ち
や
す
い

こ
と
も
犠
と
な
っ
て
い

る
。

-
t

ノ

続
く
可
種
の
方
が

が
、
よ
り
高
い
(
釦
%
)
と
予

測
し
て
い
る
。

東
日
本
以
西
は
冬
型
の

気
圧
配
置
と
な
り
や
す
い

た
め
、
向
こ
う
3
か
月
の

降
水
は
、
東
・
西
日
本

日
奇
で
平
年
並
か
多

一
方
、
東
日
癸
平
洋

、し側
で
平
年
並
か
少
な
く
、

西
日
吏
平
洋
側
と
沖
縄

奄
美
で
少
な
い
。
ま

.た
、
降
雪
量
は
東
日
本
日

本
海
側
で
平
年
並
か
多

く
、
西
日
本
日
本
海
側
で

多
い
見
込
み
。

北
日
本
で
は
、
寒
気
の

影
響
を
受
け
に
く
い
た

め
、
向
こ
う
3
か
月
の
気

温
は
平
年
並
か
高
い
。

日
吏
平
栃
で
は
、

気
圧
の
影
を
受
け
や
す

い
た
め
、
降
水
は
平
年

並
か
多
い
。

〆

ノ
y

墾
尖
将
は
、
生

産
者
向
け
の
種
子
(
篇

駆
冗
胆
は
1
袋
1
,
 
0

0
0
粒
入
り
6
,
 
1
6
0

全
国
の
種

0

円苗
店
 
J
A
な
ど
を
通
じ

て
2
0
2
2
年
2
月
上
旬

よ
り
駆
冗
す
る
。

回
:
、

回
ホ
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令和3年度千葉県品種審査会ブロッコリー審査結果
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ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
審
査
会
実
施

第
釣
回
千
葉
県
誕
品
種
審
査
会
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
部
が
Ⅱ
月
玲
日
に
旭
市

の
農
林
蓉
研
究
セ
ン
タ
ー
水
稲
0
畑
地
園
芸
研
究
所
東
総
霊
研
究
室
に
お

い
て
、
県
の
関
倭
関
種
苗
会
社
、
農
協
、
生
産
纂
ど
が
会
茄
し
て
行
わ

れ
た
。

千
葉
県
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ

1
栽
培
は
令
和
元
趣
の

作
付
面
積
が
枷
紗
で
、
海

匝
・
山
武
・
君
猪
域
な

ど
で
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
大
部
分
が
秋
冬

ど
り
で
あ
る
。
こ
の
作
型

は
気
象
条
件
に
ょ
っ
て
極

端
な
安
値
に
な
る
こ
と
が

経
営
上
の
り
ス
ク
と
な
る

が
、
近
是
地
か
ら
の
出

荷
前
と
な
る
W
S
U
月
上

旬
ど
り
で
は
比
較
的
高
単

価
が
見
込
め
る
。
し
か
し

な
が
ら
花
芽
分
化
後
の
高

温
に
ょ
る
異
常
花
鷲
、

9
月
の
長
雨
に
ょ
る
腐
敗

畑
地
園
芸
研
究
所
で

の
発
生
な
ど
品
質
上
の
問
栽
培
品
種
の
急
化
を
求

題
が
多
い
こ
と
奪
題
と
め
て
お
り
と
く
に
短
い

生
育
凹
数
で
収
穫
出
来
る

な
っ
て
い
る
。

W
月
下
旬
ど
り
で
は
第
品
種
が
望
ま
れ
て
い
る
。

飴
回
審
査
会
で
入
賞
し
た
審
査
会
は
H
月
ど
り
の

「
S
K
9
1
側
」
(
サ
カ
優
良
品
種
を
見
極
め
る
機

タ
の
タ
ネ
)
お
よ
ぴ
「
M
 
会
に
な
る
の
で
戸
点

K
S
1
B
断
」
(
み
か
ど
関
等
多
く
の
関
係
者
が
注

協
和
)
が
、
そ
の
後
2
年
目
す
る
中
で
行
わ
れ
た
。

間
の
餓
に
お
い
て
優
良
栽
培
は
火
山
灰
士
(
淡
色

品
種
で
あ
る
こ
と
を
確
認
里
兼
ク
士
)
の
圃
場
で
行

し
て
い
る
。
そ
し
て
Ⅱ
月
い
、
前
作
で
緑
肥
の
ア
ウ

、
、
し

上
旬
ど
り
品
種
で
は
1
品
エ
ナ
ス
ト
リ
ゴ
ザ
(
へ

種
に
偏
っ
て
い
る
雋
に
イ
オ
ー
ツ
)
を
栽
培
。
栽

あ
る
こ
と
か
、
現
場
か
培
面
積
は
1
区
和
株
〒

ら
は
病
気
や
生
理
障
害
発
畝
W
株
H
・
7
m
)
で
、

生
の
り
ス
ク
軽
減
の
た
め
 
A
区
と
B
区
の
2
区
制
で

芸

栽
培
し
た
。
懲
は
8
月

5
日
で
、
賜
穴
黒
色
セ
ル

ト
レ
イ
に
喜
用
培
養
士

写
作
N
旦
を
充
填
し
、

1
粒
ず
つ
播
種
し
て
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
内
で
育
苗
し

た
。
定
植
は
8
月
飢
日
。

い
ず
れ
の
品
種
も
発
芽

率
は
卯
%
以
上
で
良
好
だ

つ
た
が
、
定
植
後
に
苗
立

枯
病
が
散
見
さ
れ
た
り
強

風
に
ょ
る
欠
株
も
発
生
し

た
。
こ
の
ほ
か
根
こ
ぶ
病

に
ょ
る
萎
れ
や
地
際
の

く
ぴ
れ
が
原
因
と
考
え
ら

れ
る
欠
株
も
発
生
し
て
い

る
。
今
回
は
9
社
姶
点
の
出

品
が
あ
っ
た
。
採
点
は
立

毛
と
収
穫
物
を
合
計
し
た

初
占
鷲
と
し
、
入
賞
点

数
は
4
点
。
立
毛
審
査
で

は
生
哀
況
(
草
姿
草

勢
、
生
育
の
揃
い
)
、
花

望
W
甑
智
、
ん
、

敬
、
i

、
階
趣

＼
、

る
。
型
、
花
禁
形
成

さ
れ
る
頃
か
ら
黒
す
す
病

が
多
発
す
る
。
ま
た
9
月

以
降
の
台
風
接
近
で
海
近

く
の
ほ
場
で
は
潮
風
害
で

株
が
枯
死
す
る
こ
と
が
あ

る
。
安
定
し
て
邑
し
が

見
込
め
る
星
品
種
や

耐
病
性
の
あ
る
品
種
を
求

め
て
い
る
。
<
後
は
加
工

業
務
用
作
付
け
が
増
え

.る
た
地
茎
太
で
花
蓄
が

大
き
い
品
種
や
大
き
く

作
っ
て
も
死
花
が
出
に
く

い
品
種
を
開
発
し
て
ほ
し

ー
ト
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計合
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゛
J
゛
、
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し
 
J

一
,

ら
い
の
状
況
、
病
害
曳
収
霧
審
査
で
は
花
ら
い

生
理
障
害
の
発
生
状
況
の
の
外
観
'
賢
等
に
つ
い

姦
に
つ
い
て
審
査
し
、
て
審
査
し
た
。

朝
Π
ア
グ
リ
アA
B
1
棚
が
1
位

専
門
審
査
員
W
名
、
特
(
脳
・
8
点
)
、
 
2
位
は

別
審
査
員
8
名
の
計
W
名
樹
ブ
ロ
リ
ー
ド
の
冒
L、

で
厳
正
な
採
占
響
っ
た
 
1
鄭
」
(
鄭
・
8
点
)

結
果
 
1
位
は
朝
日
ア
グ
 
3
位
は
ナ
ン
ト
種
蘭
の

リ
ア
閥
の
「
A
B
1
棚
」
「
夢
あ
た
る
」
(
Ⅷ
・
8

武

、
y

"

H
ジ1

ー
"
J
{
、
之

妬
名
。
鴛
迷
の
影
醤

で
規
模
が
莱
傾
向
に
あ

る
。
意
欲
的
な
生
産
者
は

星
、
中
星
の
品
種
を

選
抜
し
て
試
作
を
行
っ
て

、
、
Υ
ゞ

矧
U

、
、

1

ミ

-
g
/

武
゛

ヨ
、

N焚

隠
、

い
る
。
今
作
で
は
ヨ
ト
ウ

ガ
類
に
ょ
る
食
害
が
目
立

つ
た
が
、
薬
剤
轄
等
で

、、
f

隱

、
゛
ー
.
W
 
、
゛

一
磁
心
、
鄭
叫

享
三
'

＼
、
、
゛
j

＼
、
+

聖

、
、
,
抑

入
、
,
S
 
＼

、
、
イ
゛
'
、
゛
、
、

植
後
飾
S
召
タ
イ
プ
の

点
)
と
い
う
結
果
で
あ
っ

た
。
品
種
に
ょ
っ
て
告
中
星
品
種
。
花
蕃
の
ぎ

に
か
な
り
バ
ラ
ツ
キ
が
生
面
が
紫
色
に
な
ら
な
い
ア

ン
ト
シ
ア
ン
レ
ス
品
種

じ
て
い
た
が
、
 
1
位
の

「
A
B
1
凱
」
は
収
穫
し

で
、
ド
ー
ム
形
状
が
良
く

て
締
ま
り
が
よ
い
。

た
も
の
が
他
と
比
べ
て
や

、

や
小
ぶ
り
だ
っ
た
が
、
立

は
ひ
じ
ょ
う
に
コ
ン
パ
ク

毛
の
状
能
荏
れ
て
い
た

ト
な
立
性
で
揃
い
が
良

く
、
栽
培
が
し
や
す
い
と

こ
と
が
1
位
に
つ
な
が
っ

と
が
特
徴
に
な
っ
て
い

た
。
審
査
会
1
位
と
な
っ
た

る
。
ま
た
、
蕃
の
中
に

「
A
B
1
剖
」
は
、
朝
日

小
葉
片
が
発
生
す
る
り
ー

フ
ィ
ー
や
、
空
洞
症
も
出

ア
グ
リ
ア
(
旧
朝
日
工

茎
の
董
=
品
種
で
、
定

に
く
い

"
X
 
{1

、
、
,
ぶ
^
^
郭
＼
^
列
^
1
U
入
恐
武
^
゛
^
~
総
、
一
、
.
、
弍
^
^
、
^
,
゛
゛
ー
'
^
武
^
゛
^
ノ
^
、
田
^
^
^

イ
一
气
呉
、
ー
,
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弍
,
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釜
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ゞ
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、
、
入
除
●
ミ
g
K
、
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y
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へ
寸
●
少
゛
剛
4
-
^
、
武
、
プ
§
誕

大
き
な
被
害
に
は
な
ら
な

か
っ
た
。
品
種
と
し
て
は

や
は
り
星
、
中
星
タ

イ
プ
で
、
花
誘
形
状
が

整
っ
て
い
て
バ
ラ
ツ
キ
が

な
い
こ
と
、
収
穫
時
の
緑

色
が
濃
い
も
四
ア
ン
ト

シ
ア
ン
が
出
に
く
い
も

四
肥
大
性
に
優
れ
て
い

た
り
、
湿
害
に
強
い
も
の

を
求
め
て
い
る
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
産
地
状
況

千
葉
県
農
業
事
務
所
吊
品
種
に
つ
い
て
は
加
工
.

業
務
用
出
荷
に
適
し
た
重

原
市
内
)

秋
冬
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
祭
あ
る
も
四
蕃
腐

面
積
約
6
紗
、
生
産
者
玲
敗
病
、
苗
立
枯
病
に
耐
病

戸
。
初
夏
ど
り
は
約
妬
性
が
あ
る
も
四
耐
湿
性

女
生
産
者
旦
巳
水
田
(
秋
冬
)
や
耐
寒
性
(
秋

や
転
換
畑
で
の
栽
培
は
排
冬
)
が
あ
る
も
の
を
求
め

水
食
や
悶
不
足
が
問
て
い
る
。

題
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
山
武
農
業
事
務
所
(
J
A

ま
た
、
稲
刈
り
と
業
競
山
武
郡
市
や
さ
い
の
里
営

合
が
起
と
る
こ
と
奪
題
農
セ
ン
タ
ー
管
内

で
あ
る
。
ま
た
、
 
5
S
6
 
警
ど
り
H
於
春
ど

月
に
病
気
全
に
花
欝
り
4
S
5
紗
で
、
昨
年
か

敗
病
)
の
発
生
や
チ
ョ
ウ
ら
加
工
・
業
務
用
の
作
付

メ
害
虫
が
頻
発
し
て
お
け
が
始
ま
っ
た
。
生
産
者

り
、
高
り
ス
ク
に
よ
り
品
は
妬
名
ご
曼
柁
で
生
産

目
転
換
の
動
き
が
あ
る
。
量
が
徐
々
に
減
少
し
て
い
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棄斤井氏は数多くの産地に出向いて

栽培指導やアドバイスをしている

'"

〒309-1127 茨城県筑西市桑山 2000-1
電話0296(57)2225 FAX0296(5刀9712

HP : toyonoji.〔om

( 6 )

:・: 父÷:・ ・,・.・:・:・

・:・

村田の苗は土づくりを基本とし
環境にやさしい手作リ苗です照

・:・:・:・:・・'・'・:・:

・:・ :.!・!・:.:・'.・・;・:

、:・ 、.:・:、:、:.:・、・.:・:

詫興^

亀"'

全国各地のJA(支所を含む)のほかに問屋等200件余り
の取引先への苗出荷を通して、生産者の方々の栽培を支え
ています。村田の苗は全国的に高い評価をいただき、数々
の賞を受賞しています。

Ⅱ

轟一ー^
滞鶏綱

!.:・:÷父・:・::

12

、f熱1武

農研機構フエロー

新井和夫

キユウリ接木苗7.5m の及ユトマト接ホ苗9.0師
本葉2~2.5枚まではびスウ

蛋一,1

に多'種
示種メ類
し類戸は
たにZキ

ビーマン苗9.O C伺ナス接木苗75Cm
0

本葉8~10枚まで本葉4.5~5.5 枚

ご注文はお近くのdA、種苗店等を通じてご用命いただいています。
なお、お問い合わせは下記へ。

争(掬村田農場

"低温伸張性に優れた
一高品質・多収の秋冬品種

東洋農事のコマツナ新品種ノ

〒791-0214 愛媛県東温市南野田734-】

TEL 089(964)7878 FAX 089(964)0406
ネットからのこ注文も承っています。 http://mureteferm.CO.jp

、

j J

0草姿は立性~半立性。
0収穫時の菜柄の絡みはほとんどない。

0葉身部は中緑色、葉柄色は鮮緑色。
0品質が極めて良く荷姿もきれい。

簿作型逃期衷

青對言魚、"、

冷涼独

中縄地

懸地

貝

^^

梨^

般蹟欄

退醐殿甲擬試導球滞と酢゛

討や
ナロ
れ養
て液
に
たつ
゜し、
て
も
検

白さび病に極めて強い
夏蒔き晩生種

0栽培適期は春~秋蒔きで、とくに耐署性が強いので
夏蒔き栽培が最適期。
0生育はゆつくりで栽培が容易。
・草姿は立性で、葉柄は太くて折れにくい。
0葉色、葉柄色共に濃緑色で光沢が強い。
識作型適期表

＼'＼

、鴛1 '

一十上恥工四"語洲甑喩弩!
、、細謝●翁殴

4 1 5 6 7 0 9 10

勲靈瓢、、野

"

冷涼地

中閣地

籬』一ーー→勝
綴硬捌

10

旦陀、衡1

駿地

畷窯主

遜窯N

スイカ・カブ・接ぎ木台木・小松菜
TOY0 みず菜・からし菜・ニラ等の育種元

2

ぎ闘望早野惑を延楽とぢ島

驚櫛腿i4薄映部

増蛾儲

3

咳'東洋農事株式会社

婦・→

、

6 7 8 9

器
a
会

④
連
作
障
害
よ
、
さ
よ
う
な
ら
■

霜
即
年
H
月
の
あ
る
貝
私
は
山
崎
白
壽
先
生

と
東
星
行
き
の
各
駅
鐙
に
乗
っ
て
い
た
。
そ
っ
、

あ
の
「
れ
き
耕
」
や
「
水
耕
」
で
有
名
な
山
崎
先
生

で
あ
る
。
私
は
興
津
で
先
生
に
お
逢
い
し
た
あ
气

現
謡
験
に
伺
う
先
生
と
海
側
の
席
に
つ
い
た
。
そ

れ
に
は
理
由
が
あ
っ
た
。
富
士
駅
に
近
づ
く
と
窓
の

外
に
見
え
る
儲
で
現
地
試
験
を
や
っ
て
い
る
山
崎

研
究
室
の
面
々
が
居
た
の
で
あ
る
。
串
か
ら
先
生

が
手
を
振
る
と
2
S
3
人
が
そ
れ
に
応
え
た
。
先
生

は
私
に
そ
れ
を
見
せ
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
私
は

確
か
に
「
1
そ
の
時
そ
こ
に
1
」
そ
れ
を
目
に
し
た

の
で
あ
る
。

産
地
移
動
の
解
明

連
語
害
は
多
く
の
側
面
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、

戦
後
霊
で
初
め
て
研
究
さ
共
そ
の
原
因
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
の
が
と
の
産
地
移
動
の
問
題
な
の
で
あ

る
。
後
に
論
文
と
な
っ
た
こ
の
研
究
は
、
エ
ポ
ッ
ク

メ
イ
キ
ン
グ
で
あ
る
と
と
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
研

究
現
場
を
目
に
し
た
の
は
自
分
史
的
に
も
忘
れ
が
た

い
ー
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

研
究
の
概
要
を
述
べ
て
お
こ
う
。
富
士
地
方
の
キ

ヤ
ペ
ツ
は
当
地
の
特
産
で
あ
っ
た
が
、
掘
栽
培
と

は
い
え
キ
ャ
ベ
ツ
樺
と
は
い
か
な
い
。
タ
マ
ネ
ギ

と
の
穂
が
な
さ
れ
て
い
た
。
キ
ャ
ベ
ツ
は
葉
菜
で

あ
る
か
ら
チ
ッ
ソ
が
よ
く
効
き
戦
後
こ
れ
だ
け
は

早
期
に
多
く
入
手
で
き
た
硫
安
が
磊
用
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
年
数
が
重
な
る
と
後
作
の
タ
マ
ネ
ギ
の
生

育
が
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
り
、
つ
い
に
は
経
営
が
成
り

立
た
な
く
な
る
な
る
の
で
産
地
そ
の
も
の
の
移
動
に

繋
が
り
か
ね
な
い
の
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
の
解
明
と
対
策
の
要
点
は
次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

硫
安
壽
用
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
拡
士
壌
を
調
べ
て

み
る
と
岡
が
異
常
に
低
く
酸
性
で
、
し
か
も
高
態

リ
ン
酸
が
少
な
い
。
特
産
地
と
い
う
も
の
は
大
勢
が

同
じ
よ
う
に
同
じ
作
型
で
作
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ

故
に
、
こ
の
研
究
の
前
後
に
も
産
地
移
動
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
例
は
全
国
(
広
く
は
全
世
先
に
多
数
あ

る
。
そ
れ
ら
は
多
く
の
研
究
者
や
技
響
に
ょ
っ
て

解
決
さ
れ
で
い
く
の
で
あ
る
が
、
山
崎
先
生
ら
の
こ

の
研
究
は
、
戦
後
の
日
本
で
初
め
て
の
誠
で
あ
っ

た
と
い
う
占
耆
義
が
あ
る
。

タ
マ
ネ
ギ
の
不
作
は
結
論
か
ら
い
え
ぱ
、
酬
の
調

節
と
り
ン
酸
の
禿
用
で
解
決
に
向
か
い
、
産
地
の

移
動
も
免
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

芸

る
。
良
い
土
壤
の
条
件
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

P
力

遵
至
り
ン
酸
が
必
系
あ
る
こ
と
も
当
然
必
要

で
あ
る
。
杉
山
先
生
は
、
火
山
灰
士
壌
が
悪
い
の
で

は
な
く
、
岨
が
低
く
り
ン
酸
の
効
き
が
悪
い
こ
と
が

原
因
で
は
な
い
か
と
芦
え
、
酬
の
補
正
り
ン
酸
の

壽
用
を
試
み
た
。
そ
し
て
タ
マ
ネ
ギ
の
栽
培
に
成

功
し
た
。
現
在
、
火
山
盛
だ
か
ら
と
い
っ
て
タ
マ

ネ
ギ
の
栽
培
を
諦
め
る
産
地
は
な
い
。

な
せ
富
士
の
タ
マ
ネ
ギ
か
ら
杉
山
先
生
の
研
究
に

話
が
飛
ぶ
か
と
い
う
七
ど
ん
な
研
究
で
も
初
め
か

ら
自
往
辻
だ
け
で
そ
れ
が
出
来
る
訳
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
言
い
た
い
た
か
ら
で
あ
る
。
問
題
を
解
決
す

る
研
究
を
す
る
に
は
、
日
本
宍
世
界
中
の
役
に
立

ち
そ
う
な
研
究
を
で
き
る
限
り
更
そ
れ
を
参
考

に
し
て
行
う
の
が
近
道
な
の
で
あ
る
。
頭
が
あ
ま
り

良
く
な
い
小
生
が
仕
方
な
く
勉
強
す
る
の
は
、
そ
の

せ
い
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
農
業
に
限
ら

(
た
と
え
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
研
究
で
も
)
多
く
の
研

究
は
そ
の
時
代
で
の
白
努
端
の
研
究
結
果
の
上
に
立

つ
て
行
わ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
冒
ー
マ
は
一

日
に
し
て
成
ら
ず
」
の
所
以
で
あ
る
。

車
窓
か
ら
見
え
た
人
々
そ
の
後

昭
和
釦
年
Ⅱ
貝
裏
郊
ら
確
か
に
こ
の
目
で
見

た
方
々
は
、
い
ず
れ
も
小
生
と
そ
の
穫
い
条
出

来
る
と
と
と
な
っ
た
。
小
生
は
山
崎
研
究
室
に
は
入

れ
な
か
っ
た
越
園
芸
試
験
場
で
嘉
と
ご
一
緒
す

る
こ
と
と
な
る
し
、
な
か
で
も
堀
裕
先
生
は
直
接
の

上
司
と
な
ら
れ
た
。
詳
し
く
は
省
略
す
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
日
本
の
誕
栽
培
を
担
う
こ
と
に
な

る
方
々
の
最
終
の
経
歴
を
記
し
て
お
こ
う
。
※

※

※

山
崎
是
哉
至
長
・
:
筑
波
大
学
教
授

堀
裕
氏
:
・
東
北
大
学
教
授

青
木
正
孝
氏
・
:
農
ξ
彩
苗
審
査
官

東
隆
夫
氏
・
:
熊
本
機
誕
部
長

一
.
ゞ
4

~
＼
y
●

、
へ
、
气
く
ノ

§
一
、
父
越

ぶ
＼
ゞ
゛

0
'

ム
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゛
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勺

壁
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の
違
い
や
利
男
法
な
ど

が
検
討
さ
共
葉
菜
類
だ

け
で
な
く
果
菜
類
で
も
栽

培
の
安
定
化
が
図
ら
れ

た
。
水
耕
の
研
究
は
1
9
7

0
徒
に
集
中
し
て
行
わ

゛>

」
ー
ー
、
ー

、
 
J
 
)
、
、
、
)

念
心
心
ゞ

1
9
6
5
年
(
昭
和
如

年
)
に
は
全
国
で
2
5
0

灘

、
、
、

、
、

5

气
、

、

施
設
、
計
訟
紗
の
普
及
を

み
た
。
れ
き
耕
に
つ
い
て

は
静
岡
神
奈
川
、
徳
島

な
ど
公
立
機
関
で
美
用
化

試
験
が
繰
り
返
さ
共

培
技
術
の
安
定
化
が
図
ら

れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

れ
き
耕
で
も
連
作
に
ょ
る

病
害
の
問
題
が
発
生
し

た
。
水
耕
(
循
環
式
水
遡

れ
き
の
消
毒
や
入
姦

等
の
理
由
に
ょ
り
、
れ

耕
の
普
及
は
鈍
化
し
た
。

一
方
、
 
1
9
7
0
年
以
降

は
水
耕
の
実
用
化
が
図
ら

葉
菜
類
を
中
心
と
し

、

て
広
く
普
及
し
て
い
く
。

水
耕
の
実
用
化
は
ー

饗
水
耕
、
鴨
永
粧

段
璽
水
蓉
が
い
ち
早

、
、

ロ
ー
マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず

見
出
し
は
ち
ょ
つ
と
大
げ
さ
で
は
あ
る
が
、
こ
の

研
究
も
と
れ
ら
先
輩
達
だ
け
で
出
来
た
も
の
で
は
な

例
え
ぱ
酬
が
低
い
と
タ
マ
ネ
ギ
が
出
来
に
く

、
0
し

と
い
う
こ
と
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
し
、

、
、
しリ
ン
酸
が
多
く
必
要
と
い
う
こ
と
も
別
に
研
究
が
あ

る
。
(
遅
ま
き
な
が
ら
小
生
も
後
に
そ
の
研
究
を
し

た
)
そ
れ
ど
こ
ろ
か
酬
と
り
ン
酸
の
両
方
の
効
果
を

一
緒
に
研
究
し
た
論
文
さ
え
あ
る
。

獣
後
ま
も
な
く
、
契
の
杉
山
直
儀
先
生
は
、
関

東
に
多
い
火
山
灰
土
壌
の
畑
で
タ
マ
ネ
ギ
が
不
作
で

あ
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
い
た
。
農
家
は
火
山
灰
士
壌

で
の
タ
マ
ネ
ギ
栽
培
を
あ
き
ら
め
て
い
た
の
で
あ

、L
叉

t

"
一

れ
た
が
、
そ
の
後
も
栽
培

管
理
面
の
改
善
や
多
段

式
、
回
転
式
な
ど
栽
培
装
・

置
の
高
度
化
が
進
め
ら
れ

張
そ
一
一
の
一
時
一
そ
一
一
一
心
一
一
に
一
1

,
イ
ー

れ
き
耕
と
水
耕
の
歴
史

是
哉
氏
堀
裕
氏
ら
に
ょ

れ
き
耕
わ
が
国
の
施
設
園
芸
に
る
れ
き
耕
の
実
用
化
に
関

お
け
る
実
用
的
な
養
軽
す
る
研
究
が
先
導
的
な
役

培
装
置
は
、
れ
き
耕
に
始
割
を
果
た
し
た
。
れ
き
耕

ま
り
1
9
6
0
徒
に
広
の
安
定
獲
術
警
の
た

く
普
及
し
て
い
く
。
れ
き
地
れ
き
の
特
性
に
関
す

耕
の
研
究
も
こ
の
時
期
に
る
研
究
が
取
り
上
げ
ら
れ

筈
し
て
行
わ
共
山
崎
た
り
作
物
の
養
分
磯
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

ぐ
栽
培
装
置
と
し
て
発
表

一
さ
れ
た
。

水
耕
は
民
問
で
も
勞

西
に
栽
培
釜
の
開
発
が

涯
め
ら
れ
、
 
M
式
水
耕

惑
を
"

父

(
M
式
水
耕
研
究
所
)

や
、
ハ
イ
ポ
ニ
カ
(
協

和
)
な
ど
数
多
く
の
市
販

y

プ
ラ
ン
ト
が
開
発
さ
れ

・
た
。
研
究
面
で
も
こ
れ
に
・

合
わ
せ
て
各
甕
の
樫

3


